





























































































20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 合計 ハ．一セント
男性 13 27 40 21 12 1 1！4 52．3％
女性 19 28 20 29 8 0 104 47．7％
合計 32 55 60 50 20 1 218 100．0％
ハ．一セント 14．7％ 25．2％ 27．5％ 22．9％ 9．2％ 0．5％ ！00．0％
表2　回答者の性別と勤続年数のクロス表（人）
5年以内10年以内15年以内20年以内25年以内26年以上 合計 パーセント
男性 29 23 26 15 16 5 114 52．3％
女性 23 38 19 10 11 3 104 47．7％
合計 52 61 45 25 27 8 218100．0％
パーセント 23．9％ 28．0％ 20．6％ 11．5％ 12．4％ 3．7％ 100．0％
表3　回答者の職種
職　　　種 人数 ハ㌧セント
①管理職 施設長 30 13．8％
生活相談員・支援相談員・生活指導員・指導員 91 41．7％
介護職員 32 14．7％
②相談・援助・介護職 児童指導員・母子指導員・少年指導員 13 6．0％作業指導員・職業指導員 8 3．7％
保育士 3 1．4％
精神保健福祉士 1 0．5％
③事務職員 事務員 19 8．7％
④医療・看護職員 看護婦（士） 4 1．8％





















































































































「体験」プログラム＼施設の種類 ⑦老人福祉法 ⑤知的障害者 ③児童福祉法 ⑨告示により ④身体障害 全　体
①学習活動や勉強会 24．5％ 24．4％ 70．鰯 14．3％ 53．8％ 31．0％
②花見やクリスマス，誕生会等，施設行事 8g錫 66．7妬 70．o麗’　　85．嘱’　　22．編 8◎3錫
③趣味活動やスポーツ・レクリエーション活動 937覧 81．鑑 マ◎．艦 ・92．騙 61磯 85脇
④一緒に話す・遊ぶ・散歩するといったこと 991鴨 881冤 1◎G．◎麗 92．9％ 76．9髭 95◎冤
⑤食：事の準備や配食・下膳の手伝い，食事介助 91鰯 61．9雅 8◎；饒 85．7髄 53．8％ 784編
⑥入浴・衣類の着脱やリハビリ・生活習慣の援助 49．5％ 52．4％ 45．0％ ？1．4鎚 23．1％ 47．9％
⑦洗濯・掃除・ベッドメイク・おむつたたみなど 6？、6第 26．2％ 50．0％ 64，3餐 30．8％ 52．3％
⑧排泄の手助けや排泄介助 22．5％ 33．3％ 45．0％ 50．0％ 23．！％ 28Q％
⑨授産作業や製品の運搬や販売等 1．8％ 61、9冤 5．0％ 7．1％ ？6．9％ 22．9％
































































































期待（A） 現状（B）質　　　闇　　　項　　　目 平均値 SD平均値 SDA－B
1．体験を欠席した場合などに、施設への連絡をきちんと行う 亀騰 0，355 鼠舗 1，019
2．教職員や利用者への挨拶や雷葉遣いをきちんとする 自由 0，326 畿麟 0，772
3．体験中の服装や身だしなみをきちんとする 4．550，584∵舗羅 0，748
4．介護体験中の学生としての自覚を持って取り組む 4．720，5243．690，864〉＞
5，この体験で何を行うのかを理解する 4．500，5683．27 0，798 ＞＞
6．施設の利用者の抱えている問題を理解する 3．600，727 2．800，845










17．基本的な医学知識、介助知識、服薬知識などを理解する 2躍 0，882 盧舞 0，822
18．施設の補助業務（掃除・洗濯など）でも真剣に取り組む 4．270，7383．690，823
19，利立者への声かけやコミュニケーションの仕方を理解する 4．330，6043．240，785＞＞

































































































































質　　　問　　　項　　　目 因子1 因子H 因子皿 因子IV因子V 共通性
U．施設で使用する福祉機器、医療機器などについて知識を持っていた 0，823 0，703
23．利用者の危機回避や生命維持についての基本的知識を持っていた 0，819 0，712
24，利用者の入浴・排泄・食事などの介助についての知識を持っていた 0，796 0，687
17，基本的な医学知識、介助知識、服薬知識などを理解していた 0，779 0，675
22．基本的な介助方法やガイドヘルプの方法を理解していた 0，773 0，663
7，施設で事故が起こった場合の対処の仕方の知識を持っていた 0，697 0，615
14，利用者から見れば自分も職員の一人と同じであることを理解していた 0，497 0469
6．施設の利用者の抱えている問題を理解していた 0，445 0，515
16．自分も障害者になったり、介護を受けたりする可能性のあることを理解していた 0，421 0，384
9．自分が体験している施設の種別紹的など）を理解していた 0，379 0，468
4．介護体験中の学生としての自覚を持って取り組んでいた 0，746 0，694
2，教職員や利用者への挨拶や書葉遣いをきちんとしていた 0，734 0，583
3．体験中の服装や身だしなみをきちんとしていた 0，658 0，528
12．中途半端な態度がなく、体験にまじめに取り組んでいた 0，594 0，652
5．この体験で何を行うのかを理解していた 0，576 0，595
20．職員の指示にきちんと応えていた 0，544 0，523
13．目的意識を持って体験に取り組んでいた。 0，536 0，614
8．体：験に参加するだけで単位が認定：されるわけではないことを理解していた 0，533 0，547
15，　「単位のためだ」という態度を見せなかった 0，525 0，490
1．体験を欠席した場合などに、施設への連絡をきちんと行っていた 0，524 0，294
10．ノーマライゼーションの視点に立って利用者と接していた 0，436 0，544
18，施設の補助業務（掃除・洗濯など）でも真剣に取り組んでいた 0，419 0，419
39．利用者のニーズを理解しようと努めていた 0，682 0，642
40．利用者と接触することで白熱理解を高めようとしていた 0，611 0，621
37．介護の現場を理解しようという姿勢をもっていた 0，564 0，609
38．職員の実践技術を見て、自分の技術を高めようとしていた 0，554 0，575
41，利用者の状態（疾患・障害・要介護など）を理解して取り組んでいた 0，550 0，584
36．職員と協働しようという姿勢をもっていた 0，523 0，632
34．利用者のプライバシーや人権・人格を蓉重して接していた 0，521 0，519
31．利用者に共感的にかかわることを理解して体験に臨んでいた 0，509 0，566
19．利用者への声かけやコミュニケーションの仕方を理解していた 0，504 0，498
42．利用者とのトラブルに冷静に対処していた 0，486 0，455
21．利用者にとっての行事・レクリエーション・クラブ活動などの意義を理解していた 0，480 0，540
35．職員に指導や助言を積極的に求めていた 0，641 0，633
43，自分の体験内容を積極的に振り返ろうという姿勢を持っていた 0，570 0，601
32．実習記録をきちんとつけていた 0，459 0，317
33．利用者に積極的にかかわろうとしていた 0，452 0，575
30．施設の職種（寮母・指導員・介助員など）と業務内容を理解していた 0，5260，654
26，施設が利用者第一であることを理解していた 0，4930，571
25．利用者に合わせて十人十色のアプローチをしていた 0，4490，504
28．事前見学の段階から熱心に取り組んでいた 0，4360，390
29．体験の受け入れが施設の通常業務の負担になることを理解していた 0，3920，448
27，実習前に自分の健康診断が必要なことを理解していた 0，3450，306
因子．与 6，5185，8265，7132，9112，642
していた」等の項目で構成される，『利用者への接し方の正しい理解』の因子と解釈した。
IV．まとめ
　今回，学生を受け入れている社会福祉施設の側から，「介護等体験」についての貴重な意見を
聞くことができた。そこから見えた「現状」は，やはり現場と大学，あるいは学生lkl身との温度
差であったように思われる。教育課程の中に組み入れられた「介護等縞馬剣であるから，その事
前指導には厳しい制限がある。しかし，大学側の担当者が福祉の現場を知り，高い目的意識を持
った学生を送り出し，一方で学生の実力を施設側に理解していただく努力をしていかなくてはな
らないだろう。「介護等体験」は，お互いに意義があると認識している制度であるから，より大
きな成果を期待したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会福祉施設側から見た「介護等体験」の現状と課題　　51
〈付記〉
（1）東京都社会福祉協議会「介護等体験」ご担当（当時）の池田明彦氏には，本研究の調査実施に際
　　して全面的なご協力をいただいた。
②　本研究は，平成13年度城西大学学長所管研究奨励金の交付を受けて実施された研究の一部である。
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